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▲松島中学校

▲第一幼稚園
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　スポーツの秋が到来し、秋晴れの中町内では運動会が開催されました。９月２３日には
第一幼稚園と第五幼稚園で、３０日は高城保育所の運動会が開催され、子どもたちがダン
スやかけっこなどで練習の成果を発揮し、一生懸命取り組む姿に会場から温かい声援が送
られていました。
　また、３０日には松島中学校でも運動会が行われました。松島中学校では紅組・青組・
黄色組と縦割りでチームを組み、各競技と応援では熱戦が繰り広げられ、生徒はチーム
カラーの応援旗のもと学年を超えたチームワークを発揮していました。

▲高城保育所

グラウンドに笑顔
町内各所で運動会が開幕！

▲第五幼稚園
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10
月
14
日
、
15
日
の
２
日
間
、
国
道
45
号
を
通
行

止
め
に
し
、
歩
行
者
天
国
と
す
る
交
通
社
会
実
験
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
道
路
区
間

に
は
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
「
着
物
」
を
用
い
た
装

飾
が
施
さ
れ
、
普
段
と
は
違
っ
た
彩
り
豊
か
な
松
島

海
岸
通
り
を
楽
し
む
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

開
催
１
日
目
に
は
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
仙
台

市
出
身
の
俳
優
・
本
郷
奏
多
氏
を
迎
え
、
松
島
町
長

と
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
松
島
中
央

広
場
、
グ
リ
ー
ン
広
場
で
は
周
辺
市
町
の
観
光
Ｐ
Ｒ

や
地
場
産
品
販
売
、
子
供
向
け
遊
具
の
設
置
等
が
行

わ
れ
、
年
代
問
わ
ず
多
く
の
人
が
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

松
島
に
歩
行
者
天
国
が
！

　

松
島
海
岸
地
区
に
お
い
て
10
月
14
日
、
15
日
に
実

施
し
た
交
通
社
会
実
験
に
つ
い
て
、
歩
行
者
天
国
の

状
況
や
、
交
通
社
会
実
験
に
対
す
る
ご
意
向
・
ご
感

想
な
ど
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

　

調
査
対
象
：
松
島
町
民

　

回
答
方
法
：
W
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト

　

所
要
時
間
：
５
〜
10
分
程
度

　

回
答
期
限
：
令
和
５
年
11
月
30
日
㊍
ま
で

●
W
e
b
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
方
法

　

Q
R
・
U
R
L
か
ら
回
答
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し

　

て
く
だ
さ
い
。

 

【
U
R
L
】https://fo

rm
s.o
ffi
ce.

                 co
m
/r/kD

LS
nU
nhFz

●
問
合
先

　

宮
城
県
土
木
部
道
路
課　

☎
２
１
１
‐
３
１
６
２

松
島
町
交
通
社
会
実
験
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
お
願
い



5 広報まつしま

ま
ち
の
話
題

ま
ち
の
話
題
で
掲
載
し
き
れ
な
い
イ
ベ
ン
ト
や

写
真
は
町
の
F
a
c
e
b
o
o
k
や
I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
配
信
中
。

松島町
Facebook
公式アカウント

松島町
Instagram
公式アカウント

　

９
月
17
日
、
第
26
回
長
松
園
ま
つ
り
が
町
民
の

森
地
内
の
猿
田
彦
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
つ

り
に
は
、
実
行
委
員
会
や
多
く
の
来
賓
と
と
も
に
、

長
松
園
一
帯
の
土
地
を
町
に
寄
贈
し
て
い
た
だ
い

た
長
谷
川
萬
治
翁
の
曾
孫
で
あ
る
株
式
会
長
谷
川

萬
治
商
店
の
長
谷
川
泰
治
代
表
取
締
役
執
行
役
員

社
長
が
出
席
し
、
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
松
園
ま
つ
り
は
、
長
谷
川
萬
治
翁
の
「
町
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
想
い
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
毎
年
開
催
さ
れ
る
も
の
で
、
片
倉

誠
之
助
実
行
委
員
長
は
、「
こ
れ
か
ら
も
地
域
で
末

永
く
お
祭
り
を
開
催
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

第
26
回
長
松
園
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

秋
田
市
で
は
、
令
和
５
年
７
月
14
日
か
ら
19
日

の
豪
雨
に
伴
う
河
川
の
氾
濫
や
内
水
氾
濫
に
よ
り
、

市
街
地
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
冠
水
し
、
大
き
な

被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
に
秋
田
市
役
所
を
訪
問
し
、
町
民
の

皆
様
の
募
金
や
職
員
組
合
か
ら
の
寄
付
金
を
穂
積

市
長
に
お
渡
し
し
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
を

祈
る
気
持
ち
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

松
島
町
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
事

業
に
際
し
、
秋
田
市
か
ら
５
年
間
述
べ
５
名
の
職

員
を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

秋
田
市
で
の
豪
雨
被
害
に
対
し
、

見
舞
金
を
お
渡
し
し
ま
し
た

　

中
秋
の
名
月
の
９
月
29
日
、「
月
の
松
島
in
観
瀾

亭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
フ
ル
ー
ト
奏

者
の
誉
田
真
奈
美
氏
と
ピ
ア
ノ
奏
者
の
馬
場
千
尋

氏
に
よ
る
演
奏
会
も
行
わ
れ
、
会
場
内
は
フ
ル
ー

ト
と
ピ
ア
ノ
の
美
し
い
音
色
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
雲
間
か
ら
顔
を
出
す
月
と
、
月
の
光

が
海
面
に
反
射
し
て
描
き
出
す
美
し
い
金
波
銀
波

の
眺
め
を
堪
能
し
ま
し
た
。 

「
月
の
松
島
in
観
瀾
亭
」 

を

開
催
し
ま
し
た

　

10
月
５
日
利
府
町
モ
リ
リ
ン
加
瀬
沼
公
園
で
、

防
火
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
消

火
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
各
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
役
場

３
チ
ー
ム
が
消
火
器
の
部
に
参
加
し
、
有
事
の
際

の
通
報
・
初
期
消
火
技
術
の
習
得
を
図
り
ま
し
た
。

第
40
回
「
消
火
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

▲長谷川社長と来賓、関係者の皆様で厳かに行いました▲穂積秋田市長（中央）へ見舞金を贈呈しました
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　特定の事業を行うために一般会計と分けて設置される特別会計には国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療等の各会計があり、
他の企業会計として水道事業があります。各会計の決算概要は次のとおりです。

一 般 会 計

歳入

特別会計等決算

町税　　　　　　　　　町民税、固定資産税、軽自動車税など、町民の皆さんが納めたお金
地方交付税　　　　　　全国どの市町村でも一定の行政サービスが行えるように国から交付されるお金
繰入金　　　　　　　　財政調整基金などの基金や他の会計から繰り入れして運用したお金
諸収入　　　　　　　　町のホームページの広告掲載料など、他の歳入科目に含まれないお金
町債　　　　　　　　　事業経費の財政負担の平準化や世代間負担の公平化を図るため借り入れたお金
県支出金　　　　　　　町が行う事業に対し、必要性に応じて県から交付されるお金
国庫支出金　　　　　　町が行う事業に対し、必要性に応じて国から交付されるお金
使用料および手数料　　町施設利用や住民票の交付など、特定の事務サービスに対し負担いただくお金
地方譲与税　　　　　　国税を客観的な基準で町に譲与されるお金
地方消費税交付金　　　地方消費税の一部を人口と従業員数で按分して県から交付されるお金
繰越金　　　　　　　　前年度、決算の余剰金を翌年度に受け入れたお金
分担金および負担金　　町の行う事業により利益を受ける方から負担していただくお金

特別会計名 歳入決算額 歳出決算額
1,751,002,161 円
220,293,229 円
1,962,794,957 円

9,374,120 円
86,959,127 円
37,516,749 円
925,808,030 円
541,907,572 円
337,571,699 円

1,799,942,527 円
222,516,575 円
2,068,186,041 円

9,375,060 円
99,330,845 円
37,526,149 円

1,041,470,222 円
573,179,016 円
2,374,000 円

国民健康保険
後期高齢者医療 
介護保険 
介護サービス 
観瀾亭等
松島区外区有財産
下水道事業
水道事業（収益的収入および支出）

水道事業（資本的収入および支出）

状 況を報告します
令和４年度の一般会　　計、各種特別会計及び
水道事業会計の歳入・　  歳出決算が、９月に開か
れた町議会定例会に　　おいて認定されました。
　今月号では、各種　　会計の決算の状況と財
政状況についてお知　　らせいたします。

7,938,540,115円
（100％）

町債
213,380,000円
（2.69％）

県支出金
382,729,005円
（4.82％）

地方消費税交付金
320,604,000円（4.04％）

使用料及び手数料
85,737,019円
（1.08％）

地方譲与税
55,542,000円
（0.70％）

繰越金
129,628,589円（1.63％）

分担金及び負担金
17,520,426円（0.22％）

その他
利子割交付金…………………………………370,000円（0.00％）
配当割交付金………………………………4,468,000円（0.06％）
株式等譲渡所得割交付金…………………3,493,000円（0.04％）
法人事業税交付金…………………………21,583,000円（0.27％）
ゴルフ場利用税交付金……………………17,272,833円（0.22％）
自動車取得税交付金……………………………………0円（0％）
環境性能割交付金…………………………5,401,000円（0.07％）
国有提供施設等所在市町村助成交付金…18,758,000円（0.24％）
地方特例交付金……………………………13,314,000円（0.17％）
交通安全対策特別交付金…………………1,723,000円（0.02％）
財産収入……………………………………4,690,367円（0.06％）
寄 附 金…………………………………137,877,500円（1.73％）

町税
1,841,419,560円
（23.20％）

地方交付税
2,289,569,000円
（28.84％）

繰入金
541,200,719円（6.82％）

諸収入
215,614,392円
（2.72％）

国庫支出金
1,616,644,705円
（20.36％）

歳入科目の説明
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会　計　名 収　　入

指標名

会計名

比　率

比　率

早期健全化基準

経営健全化基準（国の基準）

財政再生基準

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、令和４年度決算に
係る健全化判断比率等を公表します。
　町の令和４年度決算に基づく比率は、国の基準である早期健全化基準・
財政再生基準・経営健全化基準を下回っている状況です。
■健全化判断比率

■資金不足比率

実 質 赤 字 比 率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将 来 負 担 比 率

観瀾亭等特別会計
下水道事業特別会計
水 道 事 業 会 計

ー
ー
6.8%
ー

ー
ー
ー

20%

15%
20%
25%
350%

20%
30%
35%
ー

【指標の説明】
実質赤字比率‥市町村の一般会計等の赤字の
程度を指標化し、財政運営の深刻度を示すも
のです。
連結実質赤字比率‥すべての会計の赤字・黒
字を合算し、市町村全体としての赤字の程度
を示す比率です。
実質公債費比率‥市町村の借入金の返済分等
の大きさを指標化し、財政負担を見るための
比率です。
将来負担比率‥市町村の借入金や将来支払が
見込まれる負債分を指標化し、将来の負担を
示すものです。
資金不足比率‥公営企業の事業規模に対する
資金の不足額の比率を示し、経営状況を把握
するものです。

一 般 会 計

歳出

令和四年度決算報告

令和４年度  町の 決 算

財政健全化判断化率・資金不足比率

一般会計の
町民一人あたりの
総支出額は
563,605 円

（人口13,264人 令和5年3月31日現在）

令和４年度の一般会　　計、各種特別会計及び
水道事業会計の歳入・　  歳出決算が、９月に開か
れた町議会定例会に　　おいて認定されました。
　今月号では、各種　　会計の決算の状況と財
政状況についてお知　　らせいたします。

衛生費
497,531,362円（6.65％）

公債費
533,142,222円（7.13％）

教育費
527,578,600円
（7.06％）

消防費
301,779,838円（4.04％）

農林水産業費
155,936,960円（2.09％）

議会費
110,527,455円（1.48％）

労働費
50,306,160円（0.67％）

災害復旧費
870,661,026円
（11.64％）

7,475,661,621円
（100％）

商工費
172,686,809円（2.31％）

民生費
2,174,108,332円
（29.08％）

総務費
1,415,631,262円
（18.94％）

土木費
665,771,595円
（8.91％）

議会費
総務費
民生費
衛生費
労働費
農林水産業費
商工費
土木費
消防費
教育費
災害復旧費
公債費

町議会議議員の報酬、町議会などの開催に要したお金
人事や財政などの管理経費、出納事務、企画、税務などの事務に要したお金
高齢者や障がい者、児童の福祉サービス、施設整備、各種援護対策に要したお金
町民の健康増進、各種医療対策、ごみ処理などの環境衛生対策に要したお金
中小企業勤労者への融資制度、勤労青少年ホームの管理運営に要したお金
農・林・水産業および畜産業の推進・振興に要したお金
町内商工業の振興、観光振興などに要したお金
町道や河川、町営住宅の整備、都市公園などの維持管理に要したお金
地域の防災力強化、広域消防の負担金、消防団活動・運営などに要したお金
小中学校などの管理運営や施設整備、生涯学習の推進、施設の管理に要したお金
大雨や暴風、地震などの災害で被害を受けた施設の復旧に要したお金
町の事業で借り入れたお金の返済に要したお金

歳出科目の説明
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秋
の
風
物
詩

松
島
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が

開
催
さ
れ
ま
す

i
【
瑞
巌
寺
・
円
通
院
紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
】

●
会　

場　

瑞
巌
寺
境
内
及
び
円
通
院
境
内

●
期　

間　

10
月
28
日
㊏
〜
11
月
19
日
㊐

　

瑞
巌
寺
：
午
後
５
時
〜
午
後
９
時

　

円
通
院
：
午
後
５
時
30
分
〜
午
後
９
時

●
料　

金　

①
瑞
巌
寺
・
円
通
院
夜
間
共
通
拝
観
券

　

２
，０
０
０
円
（
中
学
生
以
上
）
小
学
生
以
下
無
料

②
夜
間
拝
観
単
券

　

瑞
巌
寺
・
円
通
院
：
各
１
，３
０
０
円
（
中
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上
）
小
学
生
以
下
無
料

※
詳
細
は
各
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
下
さ
い
。

【
宮
城
県
松
島
離
宮　

紅
葉
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
】

●
会　

場　

宮
城
県
松
島
離
宮
庭
園

●
期　

間　

10
月
21
日
㊏
〜
11
月
30
日
㊍

　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分
〜
午
後
９
時

　
　
　
　

 

（
最
終
受
付　

午
後
８
時
30
分
）

●
料
金
（
夜
間
入
場
料
）

　

１
，３
０
０
円
（
中
学
生
以
上
）

　

４
才
〜
小
学
生
６
５
０
円

　

３
才
以
下
無
料

※
午
後
４
時
か
ら
の
入
場
料
と
な
り
ま
す

　

松
島
在
住
の
作
家
、
櫻
井
安
子
さ
ん
が
、
一
つ
一

つ
丹
精
込
め
て
製
作
し
た
「
お
ひ
な
さ
ま
人
形
」
や

「
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
」
な
ど
、
新
作
も
含
め
こ
れ
ま
で
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

●
日　

時　

11
月
10
日
㊎
〜
15
日
㊌
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　

午
後
３
時
ま
で　

※
休
館
日
除
く

●
場　

所　

文
化
観
光
交
流
館　

二
階
和
室

●
入　

場　

無
料

●
問
合
先　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
☎
３
５
３
‐
３
０
３
０

「
お
ひ
な
さ
ま
展
」
開
催

i

松
島
名
物
か
き
丼
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

開
催
し
ま
す

　

松
島
の
家
庭
で
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
た
地
元
の

ど
ん
ぶ
り
「
か
き
丼
」
を
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店

で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
店
舖
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ど
ん
ぶ
り
を
食
べ
比
べ
て
、
お
気
に
入
り
を
見
つ

け
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
期　

間　

11
月
〜
令
和
６
年
３
月　

※
カ
キ
の
仕

　
　
　
　
　

入
れ
状
況
に
よ
り
、
各
店
舗
の
開
始
終

　
　
　
　
　

了
時
期
が
異
な
り
ま
す
。 

●
場　

所　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店 

●
問
合
先　

松
島
観
光
協
会

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
２
６
１
８

i

「
出
会
い
の
き
っ
か
け
、
つ
く
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？
」「
ふ
た
り
の
新
婚

生
活
、
応
援
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！
」

●
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
支
援
金 

「
み
や
ぎ
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」

 

「
み
や
マ
リ
！
」
に
入
会
さ
れ
た
、
申
請
日
時
点
で

　

39
歳
以
下
の
１
年
以
上
松
島
町
に
在
住
の
方
を
対

　

象
に
最
大
１
万
円
の
支
援
。

　

※
詳
し
く
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を
参
照 

●
新
婚
世
帯
応
援
事
業
支
援
金　

婚
姻
日
時
点
で
夫

　

婦
と
も
に
39
歳
以
下
で
、
夫
婦
双
方
ま
た
は
一
方

　

が
松
島
町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
引
越
し
費
用
、

　

住
宅
取
得
費
用
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
、
ア
パ
ー

　

ト
等
の
賃
料
で
支
払
っ
た
経
費
に
対
し
て
最
大
10

　

万
円
を
支
援
。

　

※
詳
し
く
は
下
記
Ｑ
Ｒ
を
参
照 

●
基
準
日　

令
和
５
年
４
月
１
日

●
問
合
先　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

i

【
松
島
湾
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
ク
ル
ー
ズ
】

●
期　

間　

10
月
28
日
〜
11
月
19
日

　
　
　
　
　

毎
週
㊏
・
㊐
・
㊗

●
運
航
時
間　

１
日
１
便　

午
後
５
時
〜
５
時
40
分

●
出
航
場
所　

松
島
中
央
観
光
桟
橋

●
料　

金　

大
人
１
，０
０
０
円　

小
人
５
０
０
円

●
問
合
先　

丸
文
松
島
汽
船

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
３
４
５
３

【
松
島
湾
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
】

●
期　

間　

10
月
７
日
〜
11
月
19
日

　
　
　
　
　

毎
週
㊎
・
㊏
・
㊐
・
㊗

●
運
航
時
間　

１
日
１
便　

夕
暮
れ
時
の
60
分
間

　

※
出
航
時
間
は
日
の
入
り
時
間
に
よ
り
変
動
あ
り
。

　
　

悪
天
候
時
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

●
出
航
場
所　

松
島
中
央
観
光
桟
橋

●
料　

金　

大
人
１
，５
０
０
円　

小
人
７
５
０
円

●
問
合
先　

松
島
島
巡
り
観
光
船

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
２
２
３
３

【
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
広
場
】

●
期　

間　

10
月
28
日
〜
11
月
19
日

　
　
　
　
　

毎
週
㊏
・
㊐
・
㊗

●
営
業
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分
頃

●
場　

所　

松
島
海
岸
中
央
広
場

　
　
　
　
　

※
悪
天
候
時
は
中
止
の
場
合
あ
り

お
知
ら
せ

U
R
L: h
ttp
s://w

w
w
.

fa
c
e
b
o
o
k.c
o
m
/

sa
n
d
o
u
ic
h
i/

瑞
巌
寺
杉
道
市
を
開
催
し
ま
す

　

瑞
巌
寺
参
道
に
て
、
政
宗
公
の
祥
月
命
日
・
延
命

地
蔵
の
縁
日
で
あ
る
毎
月
24
日
の
直
近
の
日
曜
日
に

開
催
す
る
手
づ
く
り
市
で
す
。
県
内
の
乾
物
・
野
菜

の
生
産
者
や
雑
貨
制
作
者
を
中
心
に
10
数
店
舗
出
店

し
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

11
月
26
日
㊐　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場　

所　

瑞
巌
寺
前
道
路

●
そ
の
他　

詳
細
は
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
ん
ど
う
い
ち

観
瀾
亭
・
松
島
博
物
館　

企
画
展
の
お
知
ら
せ

　

観
瀾
亭
・
松
島
博
物
館
に
お
い
て
、
俳
聖
・
松
尾

芭
蕉
や
、
毎
年
11
月
に
町
内
で
開
催
し
て
い
る
「
松

島
芭
蕉
祭
並
び
に
全
国
俳
句
大
会
」
に
関
す
る
企
画

展
を
開
催
し
ま
す
。

　

是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
間　

11
月
22
日
㊌
か
ら
令
和
６
年
１
月
中
旬
ま
で

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
場　

所　

観
瀾
亭
・
松
島
博
物
館

●
料　

金　

大
人　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生
１
５
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生
１
０
０
円

●
問
合
先　

産
業
観
光
課
観
光
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
８

i
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松
島
町
総
合
防
災
訓
練
を

開
催
し
ま
す

　

町
で
は
、
消
防
を
は
じ
め
防
災
関
係
機
関
・
団
体

と
連
携
の
も
と
、
地
震
や
津
波
、
土
砂
災
害
を
想
定

し
た
総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
ま
す
。

　

総
合
防
災
訓
練
は
、
災
害
対
策
基
本
法
や
町
の
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す

地
震
発
生
時
の
応
急
対
策
を
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施

で
き
る
よ
う
各
種
訓
練
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
防
災

体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
日
時
及
び
場
所　

11
月
３
日
㊎
（
文
化
の
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜　

磯
島

●
訓
練
内
容
（
予
定
）　

災
害
対
策
本
部
設
置
・
運

　

営
訓
練
、
情
報
伝
達
訓
練
、
広
報
等
訓
練
、
交
通

　

誘
導
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
倒
壊
家
屋
等
救
出

　

訓
練
、
応
急
手
当
訓
練
、
水
難
救
助
訓
練
、
初
期

　

消
火
訓
練

※
防
災
行
政
無
線
や
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
安
全
・
安

　

心
メ
ー
ル
の
配
信
を
行
い
ま
す
。
実
際
の
災
害
と

　

間
違
わ
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i
11
月
の
ご
み
収
集
に
関
す
る
注
意

　

11
月
３
日
㊎
（
文
化
の
日
）
と
11
月
23
日
㊍
（
勤

労
感
謝
の
日
）
は
、
通
常
祝
日
の
た
め
、
収
集
は
し

ま
せ
ん
。

・「
家
庭
系
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
併
せ
て
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

i

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す

11
月
９
日
㊍
〜
11
月
15
日
㊌　

　

冬
を
迎
え
る
に
あ
た
り
空
気
が
乾
燥
し
、
暖
房
器

具
等
の
使
用
が
増
え
る
た
め
、
火
災
の
発
生
し
や
す

い
時
季
と
な
り
ま
す
。
火
の
取
扱
い
な
ど
に
は
十
分

ご
注
意
下
さ
い
。

　

消
防
署
で
は
随
時
、
町
内
会
や
事
業
所
な
ど
を
訪

れ
、
防
災
訓
練
や
防
火
防
災
に
関
す
る
座
談
会
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。

　

塩
釜
地
区
管
内
に
お
い
て
、
平
成
20
年
６
月
１
日

か
ら
全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は

住
宅
防
火
対
策
の
一
助
と
な
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
設

置
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

す
で
に
設
置
済
み
の
方
は
定
期
的
に
点
検
し
、
ま
た
、

10
年
を
目
安
に
機
器
の
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
防
署
で
は
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
関
す
る
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

松
島
消
防
署　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
６

　
　
　
　
　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
予

　
　
　
　
　

防
課　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
７

i
第
47
回
防
火
書
道
展
入
選
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す

　

今
年
で
47
回
目
を
迎
え
た
本
書
道
展
は
、
作
品
制

作
を
通
し
て
火
災
予
防
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
目

的
で
、
塩
釜
地
区
管
内
の
小
学
校
の
協
力
を
得
て
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

●
展
示
期
間　

11
月
９
日
㊍
〜
11
月
15
日
㊌

●
展
示
場
所　

文
化
観
光
交
流
館

●
問
合
先　

松
島
消
防
署　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
６

　
　
　
　
　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
予

　
　
　
　
　

防
課　

☎
３
６
１
‐
１
６
１
７

i

11
月
９
日
は
１
１
９
番
の
日
で
す

１
１
９
番
へ
の
間
違
い
通
報
が

増
え
て
い
ま
す

　

近
年
の
緊
急
通
報
件
数
の
増
加
に
伴
い
増
え
て
い

る
の
が
「
間
違
い
通
報
」
で
す
。

　

間
違
い
通
報
の
要
因
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
普
及
に
よ
る
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
誤
操
作
や
、
衝
撃

を
感
知
し
た
際
の
自
動
通
報
機
能
、
子
供
が
親
の
ス

マ
ホ
を
操
作
し
、
１
１
９
番
を
押
し
て
し
ま
っ
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。

　

間
違
っ
て
１
１
９
番
通
報
し
た
場
合
、
慌
て
て
通

話
を
切
る
人
が
多
い
で
す
が
、
全
て
の
間
違
い
電
話

に
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら
折
り
返
し
の
電
話
を
行
い
、

異
常
が
な
い
か
確
認
し
、
応
答
が
な
い
場
合
は
消
防

車
両
を
出
動
さ
せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

間
違
え
て
通
報
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
慌
て
て

電
話
を
切
ら
ず
に
、『
間
違
い
で
す
。』
と
お
答
え
く

だ
さ
い
。

　

救
急
車
は
地
域
の
限
ら
れ
た
救
急
資
源
で
す
。
タ

ク
シ
ー
代
わ
り
や
、
優
先
的
に
診
察
し
て
も
ら
え
る

か
ら
な
ど
の
理
由
で
の
利
用
は
や
め
、
救
急
車
の
適

正
利
用
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

●
問
合
先　

塩
釜
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
指

　
　
　
　
　

令
課　

☎
３
６
１
‐
０
１
１
９

i

▲救急車の適正利用

▲１１９番通報要領

▲１１９番の日

「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
は

「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
へ
の

転
換
を
お
願
い
し
ま
す

　

浄
化
槽
に
は
、
し
尿
だ
け
を
処
理
す
る
「
単
独
処

理
浄
化
槽
」
と
、
し
尿
と
生
活
排
水
（
台
所
や
風
呂
、

洗
濯
な
ど
）
を
処
理
す
る
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
が

あ
り
ま
す
。「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
は
、
し
尿
以
外

の
生
活
排
水
は
処
理
さ
れ
ず
に
そ
の
ま
ま
排
出
さ
れ
、

周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

　

浄
化
槽
法
改
正
に
よ
り
、「
単
独
処
理
浄
化
槽
」
の

新
設
は
禁
止
さ
れ
、
す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
単

独
処
理
浄
化
槽
」
は
「
合
併
処
理
浄
化
槽
」
へ
の
転

換
に
努
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
身
近
な
生
活
環

境
を
悪
臭
、
害
虫
の
発
生
か
ら
守
る
た
め
、
合
併
処

理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
生
活
環
境
の
保
全
お
よ
び
公
衆
衛
生
の

向
上
を
目
的
と
し
て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
対
象
区
域
や

規
模
、
目
的
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

水
道
事
業
所
施
設
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
０

i
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　森林整備等に必要な地方財源を安定的に確保する観点から、平成３１年３月に森林環境税及び森林
環境譲与税が創設されました。
　国税である森林環境税は、令和６年度から国内に住所を有する個人に対し、個人住民税（町県民税）
の均等割と併せて、課税されます。
　森林環境税（年額）１,０００円（※森林環境税のみ課税される場合があります。）

【令和５年度まで】

町民税

県民税

国　税

合　計

均　等　割

復興加算分

均　等　割

復興加算分

みやぎ環境税

３,０００円

　　５００円

１,０００円

　　５００円

１,２００円

　　　―　円

６,２００円

【令和６年度から】

※東日本大震災からの復興の財源確保のため、平成２６年度から個人町県民税の均等割に加算してい
　た復興分は、令和５年度で終了します。

令和６年度から森林環境税（国税）の課税が始まります

町民税

県民税

国　税

合　計

均　等　割

復興加算分

均　等　割

復興加算分

みやぎ環境税

森林環境税

３,０００円

　　　―　円

１,０００円

　　　―　円

１,２００円

１,０００円

６,２００円

《
塩
釜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

関
す
る
説
明
会

　

税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方
を
対
象
に
「
消
費
税

の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
説
明
会
の
開
催
後
、
希
望
者
を
対
象
に
、

「
登
録
要
否
相
談
会
」を
行
い
ま
す
。

●
対　

象　

消
費
税
の
免
税
事
業
者
の
方
向
け
（
定

　
　
　
　
　

員
24
名
）

●
日　

時　

11
月
22
日
㊌
午
前
10
時
か
ら

●
会　

場　

塩
釜
税
務
署　

３
階
会
議
室

●
申
込
先　

塩
釜
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

　
　
　
　
　

☎
３
６
２
‐
２
１
５
２
（
直
通
）

※
１　

申
込
期
限
は
、
11
月
17
日
㊎
で
す
。

※
２　

説
明
会
は
、
１
時
間
程
度
を
予
定
。

i

塩
釜
法
人
会
主
催

令
和
５
年
分
年
末
調
整
説
明
会

　

塩
釜
法
人
会
で
は
、
塩
釜
税
務
署
職
員
を
講
師
と

し
て
令
和
５
年
分
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時　

11
月
16
日
㊍
午
後
２
時
か
ら
午
後
４
時

　
　
　
　

 

（
受
付
：
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

●
会　

場　

マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
３
階
マ
リ
ン
ホ
ー
ル

●
定　

員　

30
名
（
参
加
費
無
料
）

●
問
合
・
申
込
先 

（
公
社
）
塩
釜
法
人
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎　

３
６
５
‐
８
８
５
９ 

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
６
５
‐
５
５
７
７

※
１　

申
込
期
限
は
、
11
月
８
日
㊌
ま
で
で
す
。（
定

　
　
　

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

※
２　

車
で
来
場
す
る
場
合
は
、
最
寄
り
の
駐
車
場

　
　
　

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

i
「
宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

　

宮
城
県
と
県
内
市
町
村
で
は
、
11
月
と
12
月
の
２

ヶ
月
間
、
税
金
の
滞
納
整
理
を
強
化
し
ま
す
。

　

税
金
を
滞
納
し
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
法
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
滞
納
処
分
（
財
産
の
差
押
）
に

よ
り
強
制
徴
収
さ
れ
ま
す
。
税
金
を
納
め
る
の
に
困

難
な
事
情
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
１
月
に
宮
城
県
と
県
内
市
町
村

が
合
同
で
、
滞
納
者
か
ら
差
押
え
た
財
産
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）
で
公
売

し
ま
す
の
で
、
入
札
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（h
ttp
s://ka

n
ko
c
h
o
.jp

）

●
問
合
先　

財
務
課
特
別
滞
納
整
理
室

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
９
１
３

i

《
塩
釜
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の
導
入 

　

税
務
署
で
は
、
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
質
問
や

相
談
に
つ
い
て
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
税
務
署
の
代
表
番
号
を
介
さ
ず
直
接
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
へ
つ
な
が
る
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

を
導
入
し
ま
す
。

●
開
設
時
間　

11
月
１
日
㊌
か
ら　

午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
（
㊏
㊐
㊗
、
12
月
29
日
〜

　
　
　
　
　
　

１
月
３
日
を
除
く
）

●
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
‐
５
９
0
1

i
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

秋
開
始
接
種
に
つ
い
て

＊
現
在
ワ
ク
チ
ン
の
分
配
が
十
分
で
は
な
い
た
め
、

　

接
種
日
程
が
変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
情
報
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
集
団
接
種
に
つ
い
て

　
　

11
月
13
日
㊊
〜
12
月
１
日
㊎
の
期
間
中
に
保
健

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
集
団
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

65
歳
以
上
の
方　

期
日
指
定
で
案
内
済
み
で
す
。
指

　
　
　
　
　
　
　

定
さ
れ
た
日
時
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

12
歳
〜
64
歳
の
方　

接
種
枠
に
空
き
が
あ
れ
ば
予
約

　
　
　
　
　
　
　
　

可
能
で
す
。

●
個
別
接
種
に
つ
い
て

　
　

生
後
６
ヶ
月
か
ら
11
歳
の
方
は
個
別
接
種
の
み

　

実
施
し
て
い
ま
す
。
11
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
に
は

　

接
種
券
を
お
配
り
し
て
い
ま
せ
ん
。
希
望
の
方
は

　

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
接
種
日
程
は
後
日
調
整
し
ま
す
。

　
　

65
歳
以
上
で
個
別
接
種
を
希
望
す
る
方
は
コ
ー

　

ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
接
種
券
の
配
布

　
　

対
象
の
方
に
は
10
月
ま
で
に
接
種
券
を
送
付
し

　

て
い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
方
は
お
問
合
せ
く
だ

　

さ
い
。

●
予
約
方
法
等

　
　

64
歳
以
下
の
方
は
接
種
券
に
同
封
さ
れ
て
い
る

　

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
ご
自
身
で
予
約
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他

　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
任
意
で
す
。
感
染
症
予
防
の

　

効
果
と
副
反
応
の
リ
ス
ク
の
双
方
を
踏
ま
え
た
上

　

で
、
接
種
の
判
断
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制
度
に
つ
い
て

　
　

予
防
接
種
で
は
健
康
被
害
（
病
気
に
な
っ
た
り

　

障
害
が
残
る
こ
と
）
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
れ
で
は
あ
る
も
の
の
、
な
く
す
こ
と
が
で
き
な

　

い
た
め
、
救
済
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
詳

　

細
に
つ
い
て
は
左
記
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
担　

当　

健
康
長
寿
課　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

　
　
　
　
　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

☎
３
５
５
‐
０
６
６
７

i

男
性
限
定
！

こ
れ
か
ら
の
身
体
づ
く
り
講
座

　

脳
と
身
体
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
、
男
性
の
身
体

に
あ
っ
た
フ
レ
イ
ル
予
防
の
運
動
を
習
得
し
ま
し
ょ

う
！
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●
日
　
時　

12
月
４
日
㊊　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時

●
場　

所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り

　
　
　
　
　

健
康
増
進
ホ
ー
ル

●
講　

師　

S
t
u
d
i
o
ビ
ッ
ト
バ
レ
ー
合
同
会
社

　
　
　
　
　

健
康
運
動
指
導
士　

渋
谷
祐
子　

先
生

●
参
加
費　

無
料

●
そ
の
他　

水
分
補
給
の
飲
み
物
、
タ
オ
ル
を
お
持

　
　
　
　
　

ち
く
だ
さ
い
。
動
き
や
す
い
服
装
、
靴

　
　
　
　
　

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

※
11
月
17
日
㊎
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

i

紙
お
む
つ
の
購
入
費
用
の

一
部
を
町
が
助
成
し
ま
す

●
事
業
名

①
松
島
町
障
が
い
者
（
児
）
紙
お
む
つ
購
入
助
成
事
業

②
松
島
町
高
齢
者
紙
お
む
つ
購
入
助
成
事
業

●
要　

件
（
そ
れ
ぞ
れ
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
）

　

①
（
１
）
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方

　
　

（
２
）
町
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

　
　
　
　
　

さ
れ
て
お
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
又
は

　
　
　
　
　

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
方

　
　

（
３
）
64
歳
以
下
の
方

　

②
（
１
）
常
時
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方

　
　

（
２
）
町
内
在
住
で
、
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

　
　
　
　
　

さ
れ
て
い
る
方

　
　

（
３
）
65
歳
以
上
の
方

※
社
会
福
祉
施
設
、
医
療
施
設
に
入
所
又
は
入
院
し

　

て
い
る
方
や
他
制
度
で
給
付
さ
れ
て
い
る
方
は
除

　

き
ま
す
。

●
助
成
内
容

　

紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
（
６
月
に
上
半
期
分
１
，５

　

０
０
円
、
12
月
に
下
半
期
分
１
，５
０
０
円
）
を
交
付

※
社
会
福
祉
協
議
会
の
紙
お
む
つ
購
入
助
成
券
（
上

　

半
期
分
１
，５
０
０
円
、
下
半
期
分
１
，５
０
０
円
）

　

と
合
わ
せ
て
交
付
し
ま
す
。

●
申
請
期
限
（
新
規
の
方
の
み
）

　

下
半
期　

11
月
15
日
㊌

　

（
受
付
時
間
：
平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

●
申
請
場
所

　

①
町
民
福
祉
課
福
祉
班
（
※
申
請
時
に
は
民
生
委

　
　

員
児
童
委
員
の
署
名
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

　

②
健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班
（
※
来
庁
で
き
な

　
　

い
場
合
は
郵
送
も
可
）

●
問
合
先

　

①
町
民
福
祉
課
福
祉
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
６

　

②
健
康
長
寿
課
高
齢
者
支
援
班

　
　

☎
３
５
５
‐
０
６
７
７

i

まちかど健康相談のお知らせ
　町内下記の会場で健康相談を行います。指先１０秒で、簡単に健康チェックができるベジメータや血管年齢
などの測定を行います。健診結果をお持ちのうえお越しください。

場　　所

薬王堂　宮城松島支店

ほほえみの家

松島町児童館

月　　日

１１月２７日㊊

１１月２７日㊊

１１月２８日㊋

時　　間

午前１０時～午前１１時３０分

午後１時３０分～午後３時

午前１０時～午前１１時３０分
※予約不要

●問合先　健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）　☎３５５‐０７０３

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
兼

高
齢
受
給
者
証
の
交
付
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
今
月
70
歳
に
な
る
方

（
昭
和
28
年
11
月
２
日
〜
12
月
１
日
生
ま
れ
）
に
高
齢

受
給
者
負
担
割
合
が
記
載
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
証

を
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
各
自
破
棄
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
発
送
日　

11
月
22
日
㊌

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５
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国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
！

●
控
除
対
象　

令
和
５
年
中
（
令
和
５
年
１
月
か
ら

　
　
　
　
　
　

12
月
ま
で
）
に
納
め
た
保
険
料

●
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら

　

送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
」
が
必

　

要
で
す
。
お
手
元
に
届
い
た
ら
大
事
に
保
管
し
、

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）
の
負
担
す
べ
き

　

国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、
ご

　

自
身
の
国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
、
そ
の
保
険
料

　

に
つ
い
て
も
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

●
問
合
先　

町
民
福
祉
課
町
民
サ
ー
ビ
ス
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
５

i
令
和
５
年
度

母
子
父
子
家
庭
等
特
別

相
談
実
施
日
程
（
後
期
分
）

　

母
子
父
子
家
庭
が
抱
え
る
養
育
費
や
親
権
等
の
諸

課
題
解
決
の
た
め
、
無
料
の
弁
護
士
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
相
談
に
は
事
前
予
約
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

●
場　

所　

宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

（
仙
台
市
宮
城
野
区
安
養
寺
３
丁
目
７
ー
３
）

●
日　

時　

11
月
16
日
㊍
、
12
月
21
日
㊍
、
令
和
６

　
　
　
　
　

年
１
月
18
日
㊍
、
２
月
15
日
㊍
、
３
月

　
　
　
　
　

21
日
㊍　

午
前
10
時
〜
正
午

●
問
合
先　

宮
城
県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

☎
２
９
５
‐
０
０
１
３

i

　

健
康
に
関
す
る
相
談
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
健
康
・
栄
養
・
歯
科
に
関
す
る
悩
み
な

ど
、
来
所
せ
ず
に
遠
隔
で
相
談
が
で
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
相
談
時
間　

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
対
象
者　

町
内
在
住
の
方

●
注　

意　

通
信
料
の
負
担
が
発
生
し
ま
す
。
Wi
ー

　
　
　
　
　

Fi
環
境
で
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
手
順　

メ
ー
ル
に
必
要
事
項
を
入
力
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　

左
記
の
申
し
込
み
先
に
送
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

く
だ
さ
い
。

※
取
り
扱
い
等
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
電

　

話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班
（
保
健
福

　
　
　
　
　

祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

　
　
　
　
　
　

ke
nko
u.m
ad
o
1@

　
　
　
　
　
　

 iclo
ud
.co
m

オ
ン
ラ
イ
ン
健
康
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

i

　

地
域
活
性
P
F
I
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
公
民
連
携
（
P

P
P
）
や
P
F
I
手
法
の
導
入
に
よ
り
地
域
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
P
F
I
協
会
に
て
毎
年
１
回
開
催

し
て
お
り
、
今
回
は
松
島
町
で
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

　

松
島
町
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
機

会
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

※
事
前
申
し
込
み
制
と
な
り
ま
す
。

●
開
催
日
時　

11
月
21
日
㊋

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

●
会　

場　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
「
ア
ト
レ
・

　
　
　
　
　

る
H
a
l
l
」

●
参
加
費　

松
島
町
民
：
無
料
／
一
般
（
民
間
企
業
）

　
　
　
　
　

参
加
者
：
３
，０
０
０
円

●
申
込
・
問
合
先　

松
島
町
民
の
方

　
　
　
　
　

企
画
調
整
課　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
２

　
　
　
　
　

一
般
参
加
者
の
方

　
　
　
　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
と
う
ほ
く
P
P
P
・

　
　
　
　
　

P
F
I
協
会

　
　
　
　
　

☎
２
１
６
‐
６
２
２
２

『
第
20
回

地
域
活
性
Ｐ
Ｆ
Ｉ
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

を
開
催
し
ま
す
！

i

 

『
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣
言
認
証
制
度
』

と
は
介
護
職
員
の
人
材
育
成
や
就
労
環
境
改
善
に
取

り
組
む
介
護
事
業
所
を
県
知
事
が
認
証
す
る
制
度
で
す
。

　

詳
細
は
『
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣
言
認

証
制
度
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む
取
組
宣
言
認

　
　
　
　
　

証
制
度
事
務
局

　
　
　
　
　

☎
３
４
３
‐
８
５
６
５

歯
と
健
康
の
集
い
に
つ
い
て

 

「
知
っ
て
い
て
〝
お
得
な
〞
新
し
い
〝
口（
く
ち
）〞

と
の
付
き
合
い
方
〜
老
化
か
ら
口
腔
が
ん
ま
で
〜
」

を
テ
ー
マ
に
、
東
北
大
学
病
院
歯
科
医
師
の
講
演
と

口
腔
が
ん
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

●
日　

時　

11
月
19
日
㊐ 

午
前
11
時
〜

●
場　

所　

イ
オ
ン
多
賀
城
店
１
階　

特
設
会
場

●
参
加
費　

無
料

【
講　

演
】
（
定
員
30
名
程
度　

申
込
不
要
）

　

東
北
大
学
病
院　

歯
科
顎
口
腔
外
科

　

教
授　

杉
浦　

剛　

氏

募

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

仙
台
法
務
局
及
び
宮
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間

中
の
11
月
15
日
㊌
〜
21
日
㊋
ま
で
の
７
日
間
を
全
国

一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と

定
め
、
受
付
時
間
を
延
長
す
る
な
ど
、
取
組
を
強
化

し
ま
す
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー

カ
ー
行
為
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
家
族
間
で
の
問
題
な
ど
、
様
々
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０
（
全
国
共
通
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）
相
談
は
無
料
で
、
予
約
は
不
要
で
す
。

●
期　

間　

11
月
15
日
㊌
〜
21
日
㊋

●
時　

間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
㊏
・
㊐
は
、
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

i
【
口
腔
が
ん
検
診
】
（
定
員
20
名　

申
込
制
）

　

午
後
０
時
か
ら
特
設
会
場
で
口
腔
が
ん
検
診
を
実

施
し
ま
す
。
松
島
町
民
の
方
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　

多
賀
城
市
役
所　

健
康
長
寿
課
保
健
予

　
　
　
　
　

防
係　

☎
３
６
８
‐
１
１
４
１
（
内
線

　
　
　
　
　

６
１
７
）

「
み
や
ぎ
介
護
人
材
を
育
む

取
組
宣
言
認
証
制
度
」
に

つ
い
て

i

　

精
神
障
が
い
を
抱
え
る
方
の
ご
家
族
同
士
や
支
援

者
と
つ
な
が
る
機
会
と
し
て
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時　

11
月
28
日
㊋
午
前
10
時
〜
正
午

●
場　

所　

塩
竈
市
公
民
館
２
階
大
会
議
室

●
対　

象　

塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・
松
島
町
・
七
ヶ

　
　
　
　
　

浜
町
・
利
府
町
に
お
住
ま
い
の
精
神
に

　
　
　
　
　

障
が
い
を
抱
え
る
方
の
ご
家
族

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
限　

11
月
17
日
㊎

●
申
込
先　

拠
点
セ
ン
タ
ー
ふ
き
の
と
う

宮
城
東
部
地
域
自
立
支
援
協
議
会

家
族
等
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

精
神
分
会
交
流
会

i

　
　
　
　

 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
わ
お
と
の
森
）

　
　
　
　
　
　

☎　

３
５
２
‐
１
５
０
１

　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
３
５
２
‐
１
５
０
２

▲町HP



自
衛
官
募
集

自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

●
受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
ま
す

一
般
曹
候
補
生
（
第
３
回
）

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

●
受
付
期
間　

９
月
６
日
㊌
〜
11
月
30
日
㊍

●
試
験
日　

１
次
試
験　

12
月
９
日
㊏
〜
14
日
㊍

貸
費
学
生

●
応
募
資
格　

大
学
の
理
学
部
・
工
学
部
の
３
・
４
年
次
等

●
受
付
期
間　

６
月
１
日
㊍
〜
11
月
10
日
㊎

●
試
験
日　

12
月
３
日
㊐

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
推
薦
・
一
般
）

●
応
募
資
格
「
推
薦
」
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17

　

歳
未
満
の
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動
等
に
顕
著

　

な
成
績
を
修
め
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
方

「
一
般
」
男
子
で
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳
未
満
の
方

●
受
付
期
間  

「
推
薦
」
10
月
１
日
㊐
〜
12
月
１
日
㊎

「
一
般
」
10
月
１
日
㊐
〜
令
和
６
年
１
月
５
日
㊎

●
試
験
日  

「
推
薦
」
令
和
６
年
１
月
６
日
㊏
〜
８
日
㊊

「
一
般
」
１
次
試
験　

令
和
６
年
１
月
13
日
㊏
〜
14
日
㊐

●
問
合
先　

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部　

石
巻
地

　
　
　
　
　

域
事
務
所

 

（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
２
５
‐
８
３
‐
６
７
８
９
）

募

広報まつしま13

ア
ト
レ
ル
カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢

大
会
出
場
者
募
集
！

　

第
３
回
目
と
な
る
カ
ラ
オ
ケ
大
会
に
自
慢
の
歌
声

で
出
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日　

時　

12
月
10
日
㊐

●
時　

間　

午
後
１
時
開
演
（
午
後
12
時
30
分
開
場
）

●
場　

所　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館　

大
ホ
ー
ル

●
出
場
料
金　

１
組　

３
，０
０
０
円

●
応
募
資
格　

松
島
町
在
住
の
方　

　
　
　
　
　
　

ど
な
た
で
も
大
歓
迎
！
但
し
他
大
会

　
　
　
　
　
　

で
の
優
勝
者
、
歌
唱
Ｃ
Ｄ
な
ど
出
版

　
　
　
　
　
　

経
験
者
は
出
場
不
可
。

●
募
集
期
間　

11
月
１
日
㊌
〜
11
月
26
日
㊐

●
募
集
組
数　

20
組
（
先
着
順
）

　

※
優
勝
・
準
優
勝
・
３
位
に
は
商
品
券
と
詰
合
せ

　
　

な
ど
賞
あ
り
。
参
加
者
全
員
に
記
念
品
を
贈
呈

　
　

い
た
し
ま
す
。

　
　

当
日
の
観
覧
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

　
　

さ
い
。　

●
申
込
・
問
合
先　

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
１
５
５

募

独
身
男
女
の
皆
さ
ん
！

ジ
ョ
イ
フ
ル
ふ
れ
あ
い
パ
ー
テ
ィ

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

婚
活
応
援
事
業
と
し
て
、
み
や
ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
興
味
が

あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日　

時　

11
月
26
日
㊐
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

●
参
加
条
件　

35
歳
〜
45
歳

●
定　

員　

18
名　

※
申
込
多
数
の
場
合
抽
選

●
会　

場　

仙
台
市
宮
城
野
区
幸
町
４
丁
目
５
ー
１

　
　
　
　
　

 

エ
ス
ポ
ー
ル
み
や
ぎ

●
参
加
費　

男
性
４
，０
０
０
円
、
女
性
３
，０
０
０
円

●
申
込
受
付
期
間　

10
月
26
日
㊍
〜
11
月
19
日
㊐　

●
申
込
・
問
合
先　

み
や
ぎ
青
年
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ

　
　
　
　
　
　
　
　

ン
タ
ー　

☎
２
９
３
‐
４
６
３
８

【
時　

間
】 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
火
曜
定
休
）

募
松
島
町
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

〜
松
島
の
未
来
に
つ
い
て

　

一
緒
に
語
り
ま
せ
ん
か
？
〜

　

町
で
は
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
松
島
町
の
未
来
に
つ
い
て
、
町
長
と
直
接
話
し

合
い
た
い
と
考
え
て
い
る
方
々
か
ら
の
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
申
込
み
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
熱
い
想
い
を
是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
こ

の
記
事
を
読
ん
で
興
味
を
持
た
れ
た
方
や
開
催
に
あ

た
り
ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
の
問

合
先
ま
で
連
絡
願
い
ま
す
。

※
町
政
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
等
は
除
き
ま
す

●
対
象
者　

町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
や
サ
ー

　
　
　
　
　

ク
ル
、
行
政
地
区
な
ど
（
１
回
あ
た
り

　
　
　
　
　

15
名
程
度
で
お
願
い
し
ま
す
）

　
　
　
　
　

※
個
人
で
の
参
加
、
特
定
の
政
党
を
支

　
　
　
　
　
　

持
す
る
団
体
、
暴
力
団
、
宗
教
や
営

　
　
　
　
　
　

利
を
目
的
を
す
る
団
体
は
対
象
外
と

　
　
　
　
　
　

な
り
ま
す
。

●
問
合
先　

企
画
調
整　

☎
３
５
４
‐
５
７
０
３

募

　

交
通
安
全
指
導
員
は
、
町
長
か
ら
委
嘱
を
受
け
、

交
通
秩
序
の
保
持
お
よ
び
交
通
事
故
防
止
を
目
的
に

交
通
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
活
動
内
容　

街
頭
指
導
（
登
校
・
出
勤
時
間　

平

　
　
　
　
　
　

日
の
み
月
４
回
程
度
）、
交
通
安
全
教

　
　
　
　
　
　

室
、
各
種
行
事
等
に
お
け
る
交
通
指

　
　
　
　
　
　

導
な
ど

●
報　
　

償　

年
報
償
・
出
動
手
当
支
給

●
福
利
厚
生　

傷
害
総
合
保
険
に
よ
る
補
償
あ
り

●
問
合
先　

総
務
課
環
境
防
災
班

　
　
　
　
　

☎
３
５
４
‐
５
７
８
２

松
島
町
交
通
安
全
指
導
員
募
集

募

み
や
ぎ
生
協　

松
島
店
か
ら

楽
し
い
企
画
を
盛
り
込
ん
だ

「
コ
ー
プ
の
つ
ど
い
」の
ご
案
内

　

み
や
ぎ
生
協
松
島
店
で
は
、
楽
し
く
て
た
め
に
な

る
お
話
し
を
し
ま
す
。
是
非
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日　

①
11
月
８
日
㊌　

②
11
月
29
日
㊌　

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
40
分

●
内　

容

①
フ
ジ
ッ
コ
（
株
）

 

「
豆
と
昆
布
＆
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
学
習
会
」

　

豆
と
昆
布
、
カ
ス
ピ
海
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
つ
い
て

②
大
塚
製
薬
（
株
）

 

「
メ
ン
バ
ー
様
が
ず
っ
と
健
康
で
い
る
た
め
に
」

　

女
性
の
健
康
、
免
疫
、
食
物
繊
維
に
つ
い
て

●
費　

用　

無
料

●
場　

所　

松
島
集
会
室
（
ダ
イ
ソ
ー
松
島
店
２
階
）

●
申
込
・
問
合
先　

み
や
ぎ
生
協　

生
活
文
化
部

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
２
１
８
‐
３
８
８
０

※
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時　

㊏
㊐
㊗
除
く

i
松
島
善
通　

英
会
話
教
室

●
対　

象　

高
校
生
以
上
（
英
会
話
初
級
程
度
の
方
）

●
日　

時　

第
２
・
４
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時
３
０
分

●
場　

所　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

●
受
付
期
間　

随
時
受
付

●
問
合
先　

七
島
美
津
恵

　
　
　
　
　

☎
０
９
０
‐
７
３
３
1
‐
９
５
２
４

　
　
　
　
　
　

sevenislands-m
@
docom

o.ne.jp
i

空
手
の
基
礎
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
見
学
だ
け

で
も
歓
迎
で
す
！

●
対　

象　

幼
児
・
小
学
生
男
女
・
大
人
男
女

●
日　

時　

毎
週
土
曜
日
午
後
３
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
７
時
〜
午
後
９
時

●
場　

所　

華
園
集
会
場
（
高
城
保
育
所
駐
車
場
の
隣
）

●
持
ち
物　

運
動
で
き
る
服
装
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

●
問
合
先　

松
島
町
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

三
浦

　
　
　
　
　

☎
０
９
０
‐
９
０
３
３
‐
２
０
９
５ 

i



④14時15分

④14時15分

❺14時15分

④14時15分

❻14時15分
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相　談　事　業 日　　　時 場 所 ・ 主 催 問　　合　　先

町民福祉課福祉班　　　　　　☎354-5706

企画調整課　　　　　　　☎354-5702

町民福祉課福祉班(人権相談)　☎354-5706

企画調整課(行政相談)　　☎354-5702

産業観光課産業振興班(消費生活相談)　☎354-5707

3相談合同開催
（人権なんでも相談、
行政相談、消費生活相談）

法律相談（予約制）

生活保護相談
（予約制）

11月7日㊋、12月6日㊌
午前10時～午後3時

こころの相談
（予約制）

ひきこもり・思春期
こころの相談(予約制)

11月9日㊍
午後2時～午後5時

役場会議室

無 料 相 談

11月2日㊍、11月16日㊍
午前10時～午後4時

11月1日㊌、15日㊌
午後1時30分から

B型肝炎訴訟
無料電話相談会

11月18日㊏
午前10時～午後6時

11月10日㊎、12月8日㊎
午前10時～午後5時

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、内容が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

塩釜保健所疾病対策班　　☎363-5504

塩釜保健所母子・障害第二班　☎365-3153

11月1日㊌、11月15日㊌
午前9時～午前11時30分

11月27日㊊
午前10時30分～午後3時

ＨＩＶ・クラミジア抗体検査、
肝炎検査、梅毒抗体検査、
骨髄バンク登録受付(予約制)

歯科健康テレホン相談
「いい歯デー」

宮城県保険医協会
　　　　　　　　　　　　☎265-1667

B型肝炎被害対策東北弁護団
　　　　　☎266-3025　☎266-3026

特定非営利活動法人キミノトナリ
　　　　　　　　　☎050-3503-7070

東北税理士会塩釜支部
　　　　　　　　　　　　☎356-4205

　11月8日㊌
午前10時～午後4時

宮城県保険医協会

B型肝炎被害対策
東北弁護団

ふれあいエスプ塩竈
（ミーティングルーム）

塩釜保健所

ことばの相談

11月21日㊋
午前9時～午前11時30分

アルコ－ル・薬物相談
(予約制)

がんなんでも相談 宮城県対がん協会　　　  ☎263-1560
平　日

午前9時～午後4時 宮城県がん総合支援センター

平　日
午前9時～午後4時

※要予約（詳細は要問い合わせ）

毎週㊋・㊍・㊏
午前10時～午後1時
午後7時～午後9時

11月18日㊏
午前10時15分～午後3時

オンライン健康相談

女性の悩み電話相談

税理士による税金相談

健康長寿課健康づくり班（保健福祉センターどんぐり）
　　　　　　　　　　　　☎355-0703

問題飲酒でお悩みの方
対象相談会

NPO法人宮城県断酒会

　　　　　　　　　　　　☎397-9543
毎週木曜日

午後7時～午後8時

11月2日、9日
多賀城市市民活動サポートセンター
11月19日、23日、30日

塩竈市公民館

スマートフォンの使い方を学びませんか？
　スマートフォンやマイナンバーカードの
入門イベントを町内の各地で実施します。
参加は無料です。事前にお申し込みください。
●申込・問合先
　企画調整課　☎３５４‐５７０２ 
●内　容
　①スマホの基本操作
　②スマホの活用
　③SNS（LINE）の使い方基本講座
　④スマホの安全な使い方
　❺新型コロナワクチン接種証明書の取得
　❻健康保険証、公金受取口座の登録

月　日 場　所 時　間

11/  7㊋

11/  8㊌

11/15㊌

11/22㊌

11/27㊊

①10時

①10時

①10時

①10時

①10時

③13時

③13時

③13時

③13時

③13時

②11時15分

②11時15分

②11時15分

②11時15分

②11時15分

北 小 泉 ・ 下 竹 谷
コミュニティセンター

品井沼農村環境改善センター

松　島　町　役　場

手樽防災センター

松　島　町　役　場

※各回１時間程度　※❺❻はマイナンバーカードを使用します



「 家のおばけずかんハイ！ 」斉藤　洋 作・宮本　えつよし 絵 
「 わんぱくだんのバスごっこ 」 ゆきの ゆみこ 上野 与志 作・末崎 茂樹 絵
「 ぼくはいったいどこにいるんだ 」    ヨシタケ　シンスケ 作　
「 お菓子はすごい! 」 菅又 亮輔　捧 雄介　音羽 明日香　笠原 将弘 著
※ここで紹介している本は、新しく受け入れたものの一部です。
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まちの話題プラス 本の宝箱
勤労青少年ホーム（図書室）

☎３５４‐４０３６

《一般書の新着本》

《児童書の新着本》

《図書室からのお知らせ》
● 開 館 時 間　平　　　　日　午前１０時～午後６時
　　　 　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後４時
　 災害・悪天候により、臨時休館や繰り上げ閉館となる場合があります。
● 休　館　日　月曜日・月曜日が祝日の場合は翌日
  　　　　　　（今月は６日・１３日・２０日・２７日）

《ブックラリーのお知らせ》
秋のブックラリーを１１月２６日㊐まで実施しています。
＊図書室の本を読んでスタンプ１０個集めると、賞状がもらえ
　ます！大人の方も参加できます♪
● 問　合　先　勤労青少年ホーム　☎３５４‐４０３６

納期限にご注意

診療場所

午後6時30分～午後9時30分

● 問合先　松島病院　　　　　　　　　　　松島町高城字浜1-26　 ☎354-5811
    　　　　塩釜地区休日急患診療センタ－　塩釜市錦町7-10　　　 ☎366-0630

松島病院

塩釜地区
休日急患
診療センター

日曜・休日（国民の祝日）

日曜・休日（国民の祝日）

土曜日（休日に当たる日を除く）

内科・小児科

内　科
午前8時45分～午前11時30分
午後１時～午後4時30分

 小児科
（１５歳まで）

昼夜間
診療科目受付時間診　　療　　日

休日・急患診療（内科・小児科）のご案内

《今月のおすすめ本》

「 焼け野の雉 」

　　　　　　　  　  梶　よう子　著
　行方知れずとなった夫・羽吉と離縁し、飼鳥屋を営む女主人の
おけい。
　九官鳥の月丸との二人暮らしでお店も順調なある日、おけいの
暮らす一帯が大火に見舞われる。何とか逃げのび、「お救い小屋」
で暮らし始めたおけいだが……。江戸の暮らしを生き生きと活写
し、自分なりにとって幸せとは何かを問う傑作長編小説。

「 60代、かろやかに暮らす 」　　     　       　岸本　葉子 著
「 くもをさがす 」　　　　　　　      　　       西　加奈子 著  
「 魔女と過ごした七日間 」 　  　　 　　　     東野　圭吾 著
「 かっかどるどるどう 」                      　   若竹　千佐子 著
「 からだがよろこぶ副菜 」                     　 斎藤　菜々子 著

≪話題の本≫

歯科休日診療１１月の納期限

町の人口

男　性
女　性
人口計
世帯数

松島地区災害防止協議会による町道の
環境整備活動

宮城県松島高等学校が
献血運動推進協力団体として表彰されました

町税などは便利で納め忘れのない口座振替を
推奨しております。また、納付が困難な場合
はお早めにご相談ください。
● 納期限　１１月３０日㊍
・国民健康保険税　　　　　　　　　８期
・後期高齢者医療保険料　　　　　　５期
・下水道受益者負担金　　　　　　　３期
・水道料金　　　　　　　　　　１１月分
● 問合先
・ 町税について
　 財務課税務班　　　　 ☎３５４-５７０３
・ 後期高齢者医療保険料について
　 町民福祉課町民サービス班　☎３５４-５７０５
・ 下水道受益者負担金について
 　水道事業所経営班       ☎３５４-５７１１
・ 水道料金について
　 水道お客様センター　 ☎２９０-０００５

町の人口　　（）は前月比
１０月１日現在　住民基本台帳

　宮城県松島高等学校が献血協
力団体の模範として、令和５年
度献血運動推進協力団体等厚生
労働大臣表彰状を受賞しました。
　松島高等学校は１９７２年か
ら現在まで５１年間、献血の推
進に協力してきました。毎年校
内で献血を実施しているほか、
ポスター掲示やチラシ配布等普
及啓発を行っています。

新しい教育委員をご紹介します

　松島地区災害防止協議会の皆
さんには毎年ボランティア活動
を行っていただいております。
令和５年９月１９日に町道三浦
線、町道高城・桜渡戸線の樹木
剪定により、町道の安全対策を
含め、環境整備活動をしていた
だきました。

６，３４６ 人  
６，７７８ 人  

１３，１２４ 人  
５，７１７世帯  

（ ー１２ 人  ）
（ ー１０ 人  ）
（ ー２２ 人  ）
（ ー　８ 世帯）

宮城郡利府町加瀬字十三塚107-1
塩釜市宮町3-19
多賀城市浮島1-12-10
宮城郡利府町青葉台3-1-85
塩釜市泉沢町17-15
塩釜市港町2-5-12
宮城郡利府町しらかし台2-12-2
塩釜市南町5-10
多賀城市八幡3-6-12 都ビル2F
宮城郡松島町松島字陰ノ浜7-7
宮城郡七ヶ浜町湊浜字入生田90-4

☎356-5420 
☎366-7425 
☎368-2201 
☎356-7555 
☎363-2306 
☎362-1516 
☎356-5127 
☎362-4571 
☎366-5503 
☎353-2161 
☎357-1727 

鈴木歯科医院
大平デンタルクリニック
浮島歯科クリニック
刀根歯科医院
泉沢歯科医院
川村歯科医院
広沢歯科
郷家第三歯科医院
多賀城中央歯科医院
松島中央歯科医院
うじいえ歯科医院

㊎・㊗
㊐
㊐
㊐
㊍・㊗
㊐
㊐
㊐
㊐
㊐
㊐

11月  3日 
11月  5日 
11月12日 
11月19日 
11月23日 
11月26日 
12月  3日 
12月10日 
12月17日 
12月24日 
12月31日 

▲表彰された宮城県松島高等学校
（中村千帆先生と相澤佐智子先生）

　令和５年１０月１日付けで、櫻井智恵
さんが新しく松島町教育委員に任命され
ました。任期は令和９年９月３０日まで
です。
　教育委員として松島の学校教育並びに
社会教育、その他の教育行政の推進のた
め、活動をしていただきます。
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文
化
財
で
見
る
松
島
の
歴
史

 　 　

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
奮
闘
中
！

　

10
月
９
日
に
利
府
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た

二
市
三
町
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
合
同
ス
ポ
ー
ツ
大

会
に
、
松
島
町
の
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
12
名
が
参

加
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
運
動
会
」。

普
段
は
仲
良
く
交
流
し
て
い
る
他
サ
ー
ク
ル
と
も
こ

の
日
ば
か
り
は
敵
同
士
と
な
り
、
玉
入
れ
や
二
人
三

脚
、
リ
レ
ー
な
ど
で
真
剣
勝
負
を
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
後
は
参
加
者
全
員
で
ダ
ン
ス
を
し
、
楽
し

く
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
の
活
動
や
派
遣
に
関
す
る

　

問
合
先

　

教
育
課
生
涯
学
習
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４←ジュニア・リーダー「紙ひこうき」

　紹介ページ（町HPにリンクします）

「
文
化
財
探
検
隊
☆
セ
タ
シ
マ

ク
エ
ス
ト
！
」を
開
催
し
ま
す

　

小
中
学
生
向
け
日
本
遺
産
見
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
セ

タ
シ
マ
ク
エ
ス
ト
」（
松
島
会
場
）
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
日　

時　

３
月
23
日
㊏
午
前
10
時
〜
正
午

●
内　

容　

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
戦
し
な
が
ら
、
日
本

　
　
　
　
　

遺
産
（
雄
島
・
観
瀾
亭
）
を
探
検
し
ま
す
。

※
当
日
は
通
常
非
公
開
の
伊
達
家
ゆ
か
り
の
文
化
財

　

を
限
定
公
開
し
、
間
近
に
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！

●
定　

員　

小
・
中
学
生
10
名　

※
保
護
者
の
参
加
も
可
能
で
す
。

●
参
加
費　

１
人
１
０
０
円
（
保
険
料
）

●
申
込
締
切　

３
月
８
日
㊎

●
申
込
方
法　

①
参
加
者
氏
名（
ふ
り
が
な
） 

②
年

　

齢　

③
学
校
・
学
年　

④
性
別　

⑤
住
所　

⑥
電

　

話
番
号　

⑦
当
日
の
緊
急
連
絡
先（
電
話
番
号
）を

　

記
入
し
て
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

※
①
〜
④
は
参
加
者
全
員
分
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

s.gakusyu@
to
w
n.m
atsushim

a.m
iyagi.jp

●
問
合
先　

教
育
課
生
涯
学
習
班　

☎
３
５
４
‐
５
７
１
４

た
。
火
起
こ
し
体
験
ブ
ー
ス
で
は
火
が
つ
く
た
び
に

歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
勾
玉
作
り
や

縄
文
レ
プ
リ
カ
作
り
、
縄
文
ス
ク
ラ
ッ
チ
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
作
り
の
ブ
ー
ス
で
は
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
世

界
に
１
つ
し
か
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
を
つ
く
り

あ
げ
て
い
ま
し
た
。

春
日
Ｐ
Ａ
歴
史
体
験
祭
り
を

開
催
し
ま
し
た
！

　

三
陸
自
動
車
道
沿
線
の
３
市
３
町
（
多
賀
城
市
・

塩
竈
市
・
東
松
島
市
・
七
ヶ
浜
町
・
利
府
町
・
松
島

町
）
と
宮
城
県
道
路
公
社
が
連
携
し
て
実
施
す
る
春

日
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
歴
史
体
験
祭
り
が
９
月
18
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
４
年
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
が
、

町
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

二
市
三
町
縄
文
土
器
作
り
教
室

　

８
月
26
日
・
９
月
30
日
に
二
市
三
町
縄
文
土
器
作
り
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
二
市
三
町

（
塩
竈
市
・
多
賀
城
市
・
七
ヶ
浜
町
・
利
府
町
・
松
島
町
）
在
住
の
小
学
生
親
子
を
対
象
と
し
た
縄
文
土
器

づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
今
年
度
は
50
名
を
超
え
る
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。
（
内
松
島
町
は
５

組
11
名
）

　

こ
の
教
室
で
は
縄
文
時
代
の
作
り
方
に
な
ら
っ
て
、
円
盤
状
の
底
を
作
っ
て
か
ら
粘
土
紐
を
重
ね
て
い

く
「
輪
積
み
法
」
で
土
器
の
形
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
８
月
に
作
っ
た
土
器
は
約
１
ヶ
月
間
乾
燥
さ
せ
、

９
月
に
七
ヶ
浜
町
の
大
木
囲
貝
塚
公
園
で
、
大
き
な
た
き
火
で
焼
き
上
げ
ま
し
た
。
土
器
を
焼
い
て
い
る

間
に
は
公
園
内
で
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
行
っ
た
ほ
か
、
併
設
さ
れ
て
い
る
七
ヶ
浜
町
歴
史
資
料
館
で
七
ヶ
浜

町
・
松
島
町
で
出
土
し
た
縄
文
土
器
の
展
示
も
行
い
、
本
物
の
土
器
に
触
れ
る
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
の
体
験
を
通
し
て
、
楽
し
み
な
が
ら
縄
文
時
代
や
二
市
三
町
の
歴
史
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
学
芸
員
：
米
城
）

▲粘土紐を指でなでてしっかりくっつけます

▲たき火の暖かさを感じながら
　土器が焼ける様子を観察しました

▲３色綱引きは他を寄せつけない強さでした！

▲大人も汗だくになりながら
　火起こしに挑戦！
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ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

を
開
催
し
ま
す
！

10
月
敬
老
祝
金
贈
呈
者
（
敬
称
略
）

白
寿
お
め
で
と
う

◆
眞
田　

登
美
子　

（
手
樽
）

※
祝
金
贈
呈
対
象
者
は
、
米
寿
は

　

町
内
在
住
５
年
以
上
、
白
寿
は

　

町
内
在
住
10
年
以
上
の
方
で
、

　

誕
生
月
の
初
日
に
松
島
町
住
民

　

と
し
て
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

　

さ
れ
て
い
る
方
と
な
り
ま
す
。

自
立
支
援
医
療
費(

精
神
通
院)

・

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
申
請
に
つ
い
て

　

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
・
精
神
保
健

福
祉
手
帳
の
申
請
手
続
き
（
新
規
・
更
新
）
に
来

ら
れ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
と
、
運
転

　

免
許
証
な
ど
の
身
元
確
認
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

 

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ
り
）

　
　
　
　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

松
島
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
か
ら
の

お
知
ら
せ
！

①
11
月
３
日
㊎

　

内
容
：
瑞
鳳
殿
見
学
（
仙
台
市
）

　
　
　

 

（
J
R
高
城
町
駅
午
前
９
時
集
合
）

②
11
月
12
日
㊏

　

内
容
：
鹿
島
台
互
市
〜
鎌
田
三
之
助
を
訪
ね
て
〜

　
　
　

 

（
J
R
松
島
駅
午
前
９
時
集
合
）

③
11
月
16
日
㊍

　

内
容
：
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
へ

　
　
　
　

の
参
加
（
葉
山
神
社
）

　
　
　

 

（
石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー
午
前
10
時
集
合
）

④
11
月
23
日
㊍

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
ポ
ー
ル
を

使
っ
て
行
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
通
し
て
、
松
島
の
風
光
明
媚
な
景
色
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
♪

●
日　

時　

11
月
16
日
㊍　

●
集
合
場
所　

石
田
沢
防
災
セ
ン
タ
ー

●
行
き
先　

葉
山
神
社

●
内　

容　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

　
　
　
　
　

ス
ト
レ
ッ
チ

●
講　

師　

N
P
O
法
人 

日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク

　
　
　
　
　

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会
（
J
N
F
A
）

　
　
　
　
　

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

●
持
ち
物　

水
分
補
給
の
飲
み
物
（
水
か
お
茶
）　

●
そ
の
他　

ポ
ー
ル
借
用
代
は
無
料
で
す
。
ポ
ー
ル

　
　
　
　
　

を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
班

          　
　

☎
３
５
５
‐
０
７
０
３

◆
角
田　

洋
子　
　

（
本
郷
）

◆
大
町　

と
み
子　

（
根
廻
）

◆
田
村　

敬
介　
　

（
高
城
）

◆
熊
谷　

榮
壽　
　

（
初
原
）

◆
大
友　

昌　
　
　

（
上
竹
谷
）

i

米
寿
お
め
で
と
う

◆
大
葉　

太
兵
衞　

（
磯
崎
）

◆
鶴
田　

マ
リ
子　

（
松
島
）

◆
櫻
井　
　

一　
　

（
磯
崎
）

◆
岩
本　

弘
子　
　

（
磯
崎
）

◆
小
松　

と
も
子　

（
磯
崎
）

◆
遠
藤　
　
　
　
　

（
高
城
）

　

内
容
：
福
浦
島

　
　
　

 

（
文
化
観
光
交
流
館
午
前
10
時
集
合
）

※
計
画
は
予
告
な
く
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

　

す
。
は
じ
め
て
の
方
は
、
必
ず
左
記
ま
で
事
前

　

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
連
絡
先　

千
葉　

☎
３
５
４
‐
４
２
２
８

　食生活改善推進員会は設立６０周年を迎え、レシピ集を作成

しました。保健福祉センターどんぐりで配布しているほか、地

域の食生活改善推進員会から受け取ることもできます。これま

で調理実習で行ってきたレシピや健康に関する情報を掲載して

おりますので、ぜひご家庭でご活用ください！

～設立６０周年記念レシピ集を配布しています！～

【材料（２人分）】

・生鮭・・・・・・・・・２切れ

・長いも・・・５～６cm（150g）

・薄力粉・・・・・・・・・適量

　　・しょうゆ・・・・小さじ２

　　・酒・・・・・・・小さじ２

　　・バター・・・・・・・10g

・サラダ油・・・・・・小さじ２

・黒こしょう・・・・・・・適量

・小ねぎ・・・・・・・・・適量

＜ さけと長いものバターしょうゆソテー ＞

　今の時期が旬の長芋は、でんぷん消化酵素のアミラーゼやジアスター
ゼを多く含むので、胃もたれ解消にも効果的とされています。調理方法
の仕方によって食感が変わりますので、いろいろな食べ方で味わいま
しょう。

（一人あたり）
エネルギー：２３３kcal
塩分相当量：      １.２ｇ

A

（作り方）
① 鮭はひと口大に切り、薄力粉をまぶす。長いもは皮をむいて１ｃｍの厚さのいちょう切りにす
　 る。Aは合わせておく。
② フライパンにサラダ油を中火で熱し、①の鮭、長いもの両面を焼
　 き色がつくまで火を通す。
③ Aを加えて煮からめ、器に盛って黒こしょう、小ねぎを散らす。



■その他のご案内

●健康長寿課健康づくり班(保健福祉センターどんぐり)　☎３５５-０７０３

内　　　　　容 日　付 受付時間 場　　所 対　　　　　　　象

■乳幼児健診のご案内

午後０時４５分
　　　　～午後１時

３～４か月児健診 １１月１０日㊎ 令和５年５月１９日～８月１０日生
保健福祉センター
どんぐり

文化観光交流館
２階　和室

午前１０時
～午前１０時１５分

モグモグ教室
（７～８か月離乳食教室） １１月１７日㊎ 令和５年３月～４月生

内　　　　　容 日　付 時 　 間 場　　所 備　　　　　　　考

左記の日程以外での交付も可能なのでご連絡ください。
※マイナンバーが確認できる書類と、運転免許証などの身元
　確認書類をお持ちください。

母子健康手帳の交付 午前９時３０分
　　  ～午前１１時

１１月　６日㊊
２０日㊊

   
健康や栄養、歯科口腔に関することなど保健師、管理栄養士、
歯科衛生士が幅広く相談に応じます。※来所による相談は予
約制となります。

健康相談(電話・来所)
～赤ちゃんから成人の方どなたでも～

保健福祉センター
どんぐり

午前８時３０分
　　　  ～午後５時

平　  日
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「すくすく１歳おめでとう」の掲載案内は
誕生月の前々月末～前月上旬頃にお送り
しています。
ぜひご応募ください。

令和４年１１月生まれ
町内在住で、各月１歳のお誕生日を迎える
赤ちゃんを紹介します。

おめでとう
す
く く
す 1歳

●問合先
　企画調整課　☎３５４‐５７０２

千
坂　

燈
ち
ゃ
ん　
　
　

長
女（
磯
崎
）　　
　
　
　

令
和
４
年
11
月
２
日
生
ま
れ

ト
サ
カ
が
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
、

ア
カ
リ
ド
ン
！

ち
さ
か　
　

あ
か
り

三
浦　

聡
純
く
ん　
　
　

次
男（
本
郷
）　　
　

令
和
４
年
11
月
14
日
生
ま
れ

お
兄
ち
ゃ
ん
の
お
も
ち
ゃ
を
い
つ
も

狙
っ
て
る
よ
♡

み
う
ら　
　

そ
う
じ
ゅ
ん

１０月２９日の『松島町児童館ハロウィーンまつり』に向け、看板や館内の装飾を小学生が中心となり作成中です！
本番が楽しみだね！

ハッピーハロウィーン！

児童館に遊びに来たみんなで
歌をうたったり、童謡にあわ
せてマラカス、タンバリン、
鈴で楽しく遊びました！鈴木
ゆかり先生ありがとうござい
ました。

１０月１１日㊌
リトミックの日

今月の読み聞かせの会は、ハロウィーンにちなんだ内容が
盛り沢山でした。可愛いお化けがたくさん登場しましたね。

１０月１６日㊊読み聞かせ会



松島の子育て 検索

開　館　時　間　　
月～土曜日　午前９時開館

冬季１０月～３月 （午後４時３０分まで)

休　　館　　日　　
日曜・祝日・年末年始

松島町
☎ 354-6888　FAX 355-1022

児童館
じ　　　どう　　  かん

松島町こども
支援班
Facebook

https://www.facebook.com/
MatsuKodomo/

松島町
子育て
支援サイト

https://matsushima-kosodate.com/
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松島町

児童館
だより

11月号

教室名／イベント名 対　　　象 日　　程 時　　間 内　　　容

■親子教室・イベント等の日程 ✿マークは未就学児対象のイベントです。　★マークは小学生以上対象のイベントです。

✿なかよし教室 【登録制】
午前１０時３０分
～午前１１時３０分

保育士の先生やお友達と一緒にクラス活動を経験します。２～
３歳児の教室です。１１月２２日㊌

✿どんぐり保健室 ０歳～１８歳までの
おこさまと保護者

午前１０時
～午前１１時３０分

松島町の保健師、栄養士とお子さまの成長や予防接種、ことば、
離乳食についてお話ししませんか？気軽に遊びに来て下さい♪１１月２８日㊋

【登録制】✿読み聞かせの会 読み聞かせボランティア「おはなしころころ」さんによる絵本
や紙芝居、パネルシアターなど児童文化を楽しみます。

午前１０時３０分
　　　　　～１１時

１１月１３日㊊

おおむね１歳から３歳の親子
(歩行が確立した頃から)

【定員】８組

✿親子ヨガ教室
※要申し込み

ヨガには、「姿勢の改善」「運動機能の向上」「リラックス効
果」があるといわれています。親子で簡単に取り組めるポーズ
も沢山ありますよ！講師は、尾形華香先生です。
水分補給用飲み物をご持参ください。対象年齢で２部にわけて
開催します。

１１月　９日㊍

乳児(０歳児)親子
【定員】８組

午前１０時
　　～１０時４０分

午前１０時５０分
　　～１１時３０分

乳児(０歳児)親子
参加自由

✿赤ちゃんほっとサロン
初めての育児や、赤ちゃんとの生活で戸惑うこともあるかと思
います。助産師・保健師と一緒に、赤ちゃんのこと、母乳のこ
となどお話ししてみませんか？ 赤ちゃんを囲みながらほっとひ
と息つける時間を過ごしましょう。

午前１０時
　　～１１時３０分

１１月１４日㊋

おもちゃ病院
開院

壊れたり動かなくなったりした大切なおもちゃをドクターがお
預かりして、可能な限り原則無料で治療します。症状によって
は一旦お預かりして後日受け渡しになる場合もあります。また、
事前に児童館でお預かりすることも可能です。

午前１０時
　　　　　　～正午

１２月　９日㊏

なかよし教室　いちご組 クリスマスコンサート

　講師にヨガインストラクター尾形華香先生をお迎えして親子ヨガ教室を開催しました。０歳コースと１歳以上コースの２
部に分けて行い、お子さんもお母さんも親子の触れ合いを楽しみながらヨガを体験する事が出来ました。また、ママヨガの
時間もあり、短い時間ではありますが身体のメンテナンスができたようです。

　あいにくの天気でしたが、みんな元気に来館してくれました。今回の教室
では、ハロウィンバッグを作りました。クレヨン、シール、糊を使ってオバ
ケかぼちゃと黒ネコさんが出来ました。お花紙を破るのは、ちょっぴりドキ
ドキしましたね。製作のあとは、みんなでお誕生会をしたりパネルシアターを
楽しみました。

　お子さんに初めて生の楽器演奏を
聴かせたいお父さん、お母さん、年
齢の異なる子ども達や地域の大人と
一緒にコンサートデビューしてみま
せんか？子ども達が楽しめる曲を準
備して待っています！
　詳しく１２月号でお知らせします。

日　時 １２月１６日㊏
午前１０時３０分～
　午前１１時３０分ごろ
(受付開始１０時１５分)

アトレ・るHall場　所

12/16
㊏

✿リズムあそびの会 【登録制】 ピアノの先生と一緒にリトミックを楽しみます。
日々の育児のヒントにもなりますよ♪

午前１０時３０分
　　　　　～１１時

１１月　８日㊌

9/21
㊍

9/27
㊌
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